
「独立行政法人日本スポーツ振興センター法施行令の一部を改正

する政令案」の概要

趣旨

最近における社会情勢に鑑み、災害共済給付について、いじめ、体罰その他の本人の責めに帰

することができない事由により生じた強い心理的な負担による高校生等の故意の死亡等を対象と

することとする。

概要

１．現行制度

(１) 災害共済給付制度

○ 学校の管理下で発生した不慮の災害から被災児童生徒等を救済する互助共済制度

○ 国、学校の設置者及び保護者の三者の費用負担により運営

(２) 高校生等の故意の死亡等に係る給付制限

○ 高校生等の故意の死亡等は、本人の責めに帰するべき災害であり、相互扶助の理念に基づ
き救済すべき災害とはいえないとして、災害共済給付の対象外とされている（※）。

※  小中学生については、責任能力を有しない者がその年齢層の多くを占めているため、死亡等の故意につ
いては観念できないものと扱われ、給付の対象とされている。

２．改正内容

高校生等が、いじめ、体罰その他の当該高校生等の責めに帰することができない事由により
生じた強い心理的な負担により故意に死亡したとき等について、災害共済給付の対象に加える
こととする改正を行う。

３．施行期日

公布日（平成28年4月1日以後に生じた災害に係る災害共済給付について適用）

４．閣議予定日

平成28年９月２日

担当：文部科学省 初等中等教育局 健康教育・食育課（直通０３-6734-4950）

◆今回の改正によって給付の対象となる高校生等の災害の範囲に係る図

※青色の部分が給付の対象外である。
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